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伝統を受け継ぎ、次なる年へ
ダイビル株式会社

建設技術部副部長　富田　隆志

設計コンセプト

街に落ち着きと質感をもたらす石材フレームデザイン

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月３０日　（月曜日）

■工事名称／八重洲ダイビル建替工事（新築工事）
■所　在　地／東京都中央区京橋１－１－１
■事　業　者／ダイビル株式会社
■設　計　者／株式会社日建設計
■施　工　者／鹿島建設株式会社
■敷地面積／，．㎡
■延床面積／，．㎡
■構　　造／地下ＳＲＣ地上Ｓ一部ＣＦＴ造、中間層免震

構造
■階　　数／地下３階地上階PH２階
■工　　期／年３月日～年６月日

写真提供：ダイビル
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１Ｆエントランスホール ２Ｆ商業共用部

　ダイビルが東京都中央区で進めていた
「八重洲ダイビル」の建て替え工事が完了
した。八重洲通りのシンボルであった旧ビ
ルの価値を継承した、格式高く重厚感のあ

る外観が道行く人の目を引きつける。高い
環境性能を備え、新時代にふさわしいダイ
ビルのフラッグシップビルとなる。設計は
日建設計、施工は鹿島が担当した。

　年に竣工した旧・八重洲ダイビルは、村
野藤吾が設計した価値の高い建物でしたが、オ
フィス一等地での競争力を維持するため、
年に建て替えを決めました。建て替えにあたり
掲げたコンセプトは、「価値継承と革新」です。
旧ビルの繊細で美しいデザインを現代的にブラ
ッシュアップし、洗練された重厚さと品格を感
じさせる外観としました。
　当社は年完成の旧・新ダイビル（大阪市
北区）で日本初となる約，坪の屋上樹苑を
設け、八重洲でも同様の取り組みを行うなど、
その当時から土地開発と自然環境との共生を常
に意識してきました。旧ビルの屋上樹苑で採取
した種子から育てた木を新ビルの植栽に利用
し、価値を継承しながら環境へ寄与しています。
　オフィス部分は、BELS最高位の☆☆☆☆☆
☆およびZEB Readyを達成するほか、LEED G
OLDを取得予定です。働く人の快適性も重視
し、CASBEEウェルネスオフィスＳランクを
取得しました。

　安全性についても、旧・ダイビル本館（
年竣工）で大阪初の耐震構造を採用して以来、
注力してきました。中間層免震構造とした本建
物では、日本建築構造技術者協会（JSCA）が
定める耐震性能で「免震上級」をクリアしてい
ます。７日間の非常用発電機運転、日間の水
供給などＢＣＰも万全です。
　設計・施工は、日本を代表する企業である日
建設計と鹿島建設にお任せし、期待以上のパフ
ォーマンスを見せていただきました。クラシッ
クな外観と際立った存在感は当社のフラッグシ
ップビルにふさわしく、道行く人の目に留めて
もらえるランドマークになるでしょう。おかげ
さまでリーシングも好調で、竣工前に概ねテナ
ントが内定しています。当社は年月に創
立周年を迎え、今年はビル事業の原点であ
る旧・ダイビル本館完成から年となります。
記念すべき年に竣工する本建物を、次なる
年に向けてグループ一丸となって大切に運用し
てまいります。

Ｂ１Ｆヤエチカ（八重洲地下街）接続部 Ｂ１Ｆエントランスホール

　本プロジェクトは、東京駅八重洲口のシンボ
ルストリートである八重洲通りに面したオフィ
スビルの建て替え計画です。東京駅前の一等地
に建つフラッグシップビルを設計するにあたり
「継承と革新」をテーマとしました。
　建築家・村野藤吾氏設計の旧・八重洲ダイビ
ルは、石貼りの力強い柱フレームとアルキャス
トの繊細かつ優美な梁フレームによる外観が特
徴の、八重洲通りの格を形成する象徴的なビル
でした。建て替え計画においても、外装材には
旧ビルと同じく濃色の花崗岩を用いることで、
重厚で確かな存在感を保ちながら、大判ガラス
の窓廻りに施された石材の細やかなディテール
による陰影が、建物全体に品格をもたらします。
旧ビルが示した、八重洲通りの景観をリードす
るスピリットを継承し、独自の存在感を示すフ

ァサードデザインとしました。
　高い耐震性能を誇る中間層免震構造を採用し
外周柱型を小さくすることで、オフィス執務室
では奥行約ｍの空間を確保し、開放感と機能
性を高めています。各種BCP対策の実装やLEE
D認証等の環境性能評価も取得します。
　街に落ち着きと質感をもたらす普遍的な石材
フレームデザインを研ぎ澄ましながら、構造・
環境計画との合理性を兼ね備えた、長い時間軸
の中でも価値を持ち続けるフラッグシップビル
にふさわしいレジリエントな計画としていま
す。
　株式会社日建設計

　設計グループ　ダイレクター　小堺一樹
　設計グループ　　　　　　　　國澤尚平


